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論 文 内 容 の 要 旨
主論文は二部から成り立っており, いずれもマウス肝ぞうのデオキシリボ核酸の合成を取扱 った もの
で,たがいに密接に関連した内容を有している｡肝ぞうはその一部を切除したときに細胞の増殖がおこり,
いわゆる再生肝として多 くの研究が行なわれているが, また肝に対する何らかの機能的要求が増大したと
きにも, このような代償的な増殖が見られる｡ 肝ぞうに対する機能的要求を与える変動因子として, 申請
者はマウスを飢餓状態におき, その後食餌を与えて回復する期間に注目した｡ 動物を飢餓状態にしたとき






冗進することを発見した｡ そこでこの時期における肝ぞうのDNA, RNAの総量および 32P のとりこみ
測定による合成速度を くわしく検討するとともに, 非増殖性の組織である肝ぞうに対比すべき増殖性組織
として, 造血組織である顕職, 淋巴節, 胸腺においても同じ項目についての測定を行なった｡ すなわち,
平均26 才の体重をもつDb系マウスを6日間絶食させ水だけを与えたのち, 食餌を与えて回復させると体
重は約10日で元に戻る. 各個体に2FIC / 伊の割合で 32P を注射して隔日ごとに10匹ずつを処理して, 各組
織を取出し,5%のTCAで処理して常法に従ってDNA,RNAの定量と比放射能測定とを行なう｡ その
結果, もっとも顕著なことは, 肝のDNA総量は飢餓およびその後の回復期を通 じて全 く有意の増減を示




牌ぞう, 淋巴節, 胸腺においてほ, DNAも, RNAも共にその全量と合成速度との問には平行関係が見
られ, 両者に食いちがいはない｡
算二部は飢餓回復期のマウス肝細胞への 3H チミジンのとり込みに関する研究である｡ これは, 肝実質
細胞の核の中- の 3H チミジンの取り込みと, 3Hでラベルされた核をもつ細胞がどれだけ長 くラベルを
保持するかを調べる目的で行なったもので, 回復期の10日間に毎日二回 3Hチミジンを投与して肝細胞の
オー トラジオグラフィーを実施している｡ その結果, 実質細胞の核の約40%は多 くの3Hを含んでおり,
最後の投与から1週間たった時点においてこの割合は最高値を示す｡ その後濃厚にラベルされた核の割合
は30%に減少する｡ もしもラベルを幾分かでも含む核も計算すれば, 実質細胞の核の内の80% が 3Hを含
むことになる｡ この全体の比率は6週間にわたってしらべた範囲内で約60% という率で変化せずに保持さ
れる｡ また肝の littoralcelsでも40%ほどがラベルされている｡
これらの結果は, 明らかに飢餓回復期の肝ぞう細胞においてDNA合成が行なわれることを示 して お







論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
肝ぞうは細胞の増殖およびその制御機構を研究するのに適した組織として, とくに一部を切除したとき




申請者は予備的に行なった実験において, 3H チミジンを用いたオー トラジオグラフィーによって, 飢
餓からの回復期にある肝の個々の細胞をしらべた結果, この時期に肝細胞におけるDNA合成は非常に増
















参考論文は九篇から成り, 申請者が放射線生物学, 免疫生物学, 衛生学の分野において行なってきた研
究であって, 申請者の独創的な着眼を示している｡
以上の審査結果により, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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